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先
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業
に
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竹
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応
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衆
議
院
議
員
五
十
嵐
文
彦
君
提
出
Ｕ
Ｆ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
金
融
支
援
先
企
業
に
よ
る
竹
中
平
蔵
金
融
・
経
済
財
政
政
策
担
当

大
臣
に
対
す
る
選
挙
応
援
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

竹
中
金
融
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
の
実
兄
が
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
企
業
の
役
員
を
務
め
て
い
る
の
は
事
実
で

あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
べ
き
特
段
の
見
解
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

個
別
の
金
融
機
関
に
よ
る
個
別
の
債
務
者
企
業
に
対
す
る
金
融
支
援
等
は
、
各
当
事
者
の
経
営
判
断
に
よ
り
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
金
融
支
援
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
ユ
ー
エ
フ
ジ
ェ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
平
成
十
四
年
三
月
十

四
日
公
表
の
「
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
株
式
会
社
に
対
す
る
金
融
支
援
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
株
式
会
社
ユ
ー
エ
フ
ジ
ェ
イ
銀
行

は
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
株
式
会
社
が
同
月
一
日
に
発
表
し
た
経
営
改
善
計
画
に
基
づ
き
、
同
社
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
同
社
向
け

貸
出
金
三
百
五
十
億
円
の
債
権
放
棄
と
、
同
社
が
ソ
ロ
モ
ン
・
ス
ミ
ス
・
バ
ー
ニ
ー
・
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
Ｉ
）
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
子
会
社
に
対
し
て
発
行
す
る
優
先
株
式
三
百
五
十
億
円

一



の
引
受
資
金
の
融
資
を
内
容
と
す
る
金
融
支
援
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
旨
発
表
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

個
別
の
金
融
機
関
に
よ
る
個
別
の
債
務
者
企
業
に
対
す
る
金
融
支
援
等
は
、
各
当
事
者
の
経
営
判
断
に
よ
り
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
点
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
企
業
に
よ
る
竹
中
金
融
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
に
対
す
る
選
挙
応
援
が
行
わ
れ
て
い
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
そ
の
内
容
を
報
告
さ
せ
る
特
段
の
権
限
は
な
く
、
申
し
上
げ
る
べ
き
特
段
の
見
解
は
な

い
。

五
に
つ
い
て

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
企
業
に
よ
る
竹
中
金
融
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
に
対
す
る
選
挙
応
援
の
内
容
に
つ
い
て
、

政
府
と
し
て
そ
の
内
容
を
報
告
さ
せ
る
特
段
の
権
限
は
な
く
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

六
に
つ
い
て

竹
中
金
融
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
か
ら
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
企
業
に
対
し
、
選
挙
応
援
を
依
頼
し
た
事
実
は

二



な
い
と
承
知
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
べ
き
特
段
の
見
解
は
な
い
。

七
に
つ
い
て

個
別
の
行
為
が
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
か
否
か
、
ま
た
、
道
義
的
に
問
題
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
の
事
実

に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
一
般
論
と
し
て
答
弁
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
国
務
大
臣
と
し
て
は
、
「
国
務
大
臣
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
規
範
」
（
平
成
十
三
年
一
月
六

日
閣
議
決
定
）
に
定
め
ら
れ
る
服
務
の
根
本
基
準
に
基
づ
き
、
今
後
と
も
適
正
な
職
務
の
遂
行
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


